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長寿願に於げろ馬鈴薯栽培地帯の気迫的分ぬ 特に探樟栽増に就て-･.･(15)･

長野縣に於ける馬鈴薯栽培地帶の氣温?的分析,特に採種栽培法に就て

Uber die temperaturische Analyse der Kartoffels-Zonen Nazano-ken: Besouders

uber die methode der Samenproduktions-Kultur

I.緒 ､舌

川廷謹造

Kinzo KAWATEI

一般に梗高が高く,､その大部分が高冷地文披準

高冷均一と解せられる地帯に屈し,且畑地の比校的

.多い長野願に於で披馬鈴薯は経営上快くことの出

ヽ 来ない重要作物で,bる･然るに現賓に於て比較薯

の供給か,不充分である烏,.栽培に,増産に大なる

I.L障署を典-て居句,各地帯に如 之が封琴が姶討
され･Dつある状況である.

卒,%に於で超薯として供給さ戎rtゐるのは北静

L道畠 岡山願二期作琴及鷹内高冷地のも､のである

が;その供給量枚雷抵農家の要車を沸すととが出

束や･従って自家産のものが相雷多く使用され_て

ゐる.lT例を奉げると,上伊都郡のある村で紘一

町歩の割雷面矧こ野L30貫の種著しか供給されな
'ノV!状態であり,'上伊部部としても昭和二十一年,

二十二年平均して所要華195738貫申自家窪と推声

/されるもの･1盛娼56貨で葦に_170%を占めてゐる･ ,

普嘩栽増に依る自家産のものを橿薯として使用すI ＼

･る時は一部の地琴.%除き決して偶値の高いものと.

捻云へず,且充分なる生産を期待し得ないの紘雷 :

･然のことである.之が先にも述べた通り本腰の馬

I,鈴薯浅増に大きな障軍を典へて句るこ.と紘否定の

出乗なvi事茸である.一万本,Wの地勢を見る時,

北海道と並んで優良種薯の供給地と簸るべき可能

､性が充分考?られるに拘らj;,本願に於ける探転

旺一部高冷地にて行旺れてゐa'外あまり考慮され ･

~1てゐ･f3:いのであるiこれ等からしrr見ると本願の

I-二二~二二 三 -::.L-I::_三三 三･:1:I.I::-;--_:iI:::-:二

からしで腐朽自給による以外は琴へられなvi･/そ

⊥･こで故に筆者は東野願に於げろ馬鈴薯栽培鞄帯を′

宋温めに分署し,各地帯に放ける合劉 勺な探毎我 ,

増の方法を検討し,願内馬鈴薯種薯自給に資せん

t'する次第である.

この稿を喪するに営む資料の嘩供にあづかった-

長野,W農事試験場,長野測険所及各地農業食其の

他に封し厚く感謝の憲を表すると共に,本調香に

際L積極的協力'%戴いた羽場照久君の労に封し拭

く′感謝する･次第である.

Ⅱ･長野願に於ける農耕狸の標高分布の概要と
馬鈴薯探橿地帯としての泣否.

本願の地勢の複樺なるちとは他国を見れば明ら･I

かに示されてるる通りであり,且農耕地の標高分 ー

布も茸に虞範囲に亘り,全図にもその比を見ない 一

朗である･最低下水'内部岡山村のー300米より最高一
小殿部菅平附近,筒安曇郡安盈村番所ケ原等の

､11400米に及ぶ.それだ馴こヰ鷹の農柔は複雅であ一 ･

り,下紘暖地に於ける農喪形態申,高きは野 郎こ

ぬける農業形態が採用せられ その間に於ける襲_I

化も叉重しいものがある.これ等の問に分布する

島耕地を琴高帥こ概数すると大略･iQO米以下,500..
米乃至100畔 ,1000米乃至1500米の三つに別ける～

ことが出来る･こ甲中一500米乃至1000米地帯が最

大面積を占め,他の両者のtS'める割合は暑等しい.
I I

(a)500米以下の地線 本地帯は北信地方に多く

主として千曲,犀両川の流域に拓ける平地部で

あれ 所謂善光寺平及上田盆地が之であるこ他

方浦野にも存在L,_木曾川下流の岐阜願との願

噴附近及天龍下流,飯田市を含む以南の扱長な

地帯である･本地帯は約60%準二毛作が行はれ

-て居り,一部積雪地方を除き本願に於ける経営

､生最も有利なる地帯である.

(b)500米乃封 000米地帯･■本地苛は本圃耕作面

積中最大の部分を占め,.願中部を中心に乗取 .
_ ノ
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(16)･--長野願立農林専門撃校畢衛報告 l第-暁

宙部地方咋多く分布する･郡別に示すと南北南

安曇,東筑摩,･北佐久,小腺,ー上水内の六郡に
J-

多.く,又南部では上下繭伊部郡が殆んど之に入

る.本地帯は-体に水利の便悪く従って畑地が

比較的大面積を長め,果樹を除き現在は経営上

有利と必云享ない部に屋する..､馬鈴薯栽培に於

いても本地帯に於げろ問題が第丁を占めてゐる

(C)1000米乃至1600米地瓢 .本地帯捻長野殿の

内でも高冷地と稲せられてゐる地帯であって,

蔽佐久,西筑障,諏訪の三部に多く存在.し,′ト

願,上水内,査安曇涌 伊部地方t=も散在する･
本地帯ではライ穿及小変を除き越冬し得.る作物＼I

は短く少く,大搾丁年丁作で土地の利用度も極

あて低い･しかし山添地帯である烏水の便は割,.JL

合よ～,水田が比琴的拓け特に諏訪郡に於て著

しlハ.

-以上各地帯の概容toあるが本革の面積の割合に

農耕地は好く,又農耕地中油 也の占める剖&/は比
･校的多いと考-られる,若干の例を示すと第一表

の墾くせある･弓の考にて､も明かで串も通り500
米乃至1000米軍帯で比類地面鏡が掛 こ大となって

居り,こ-の地域は水利の優も悉 く_手写が屡 聾々生

し●,畑作に関する問題が盈要なる課題となって居

ち.

I. ･ I I

〔第1表〕 長野原に於ける標高別の農耕地面
i

積歩合及それに封する畑地歩合

農耕地の標高分布から見るとしその75%以上が

500米以上に位して居り,暖地地帯で 600米～806

/ ′ヽ
米で鳥鈴薯の採種が行はれ且相常債値の高い薯種

が生産されてゐることを考-ると,緯度の差を卦 ･

慮すれば本願では金原的に優良みる種薯の生産地i

となる可能性がある.本覇に於-T今迄は革に1000I

米以上の地帯でのみ採種が考へられ･他の地帯軒′
は考慮を坊れてゐなかったのであるが今後は大い -

に槍討されてもよ芯筈である∴
I

馬鈴薯の種畜とじて裏地一期作のものが債値高

いことは云.4までもないが,暖地一期作のものは

その頃噂桓めて低く, この債値増進の創こは芽

接(1ラフ低温貯按 (5)等の虚理を必要とすることは 明,

かである..Lかし償倍増準の操作は止むを得ず選

ばれる手段であれ 斯る操作を加へる寄港要しな∴′

い種著が生産され入手されるを理想とする.秋薯

の債値の高いこと良之又否定し得ない事軍であり

岩手鷹の如き準裳埼地と云ふべき地帯にあつても ~

その重要性が認めらわてる右.秋雲を得る矧 こは ､一

､準塞冷塊では抑制栽培が,暖地に於ては二期作の ~

方法が採用されてゐるがこれ等抹その地帯の気温 .t

的,差異に琴くものであり,気温を考察するこ.とに

よりその何れを選ぶべきかは容易に推定出水る･

本酎 脚色の標蕗よりして容易に債値高い馬鈴薯わ

橿薯を生産し得ることは明かであって,以上の如

き栽培上の技術を綜合利用することにより本願は

本州に於ける有力な鐙薯供給地として登場するこ

とが可能であると考へられるのである.
■ l

i
屯.馬鈴薯一期作及二期作地帯の気温に就て

L' 長野矧 こ於折る馬鈴薯栽培地帯の気温を考察す:

るに常って,先づ馬鈴薯の一期作地帯の代表とし

て北涛道及び東北地方,二期作地帯の代表として

関西地方卑選び,̀-臆これ等の地方の宗塩を察考

･して見ると次の如くである.

これ等0)地帯の嵐湿性大体第二表に示す通 りで .

ある..之l二より比更すると′関西地方の3月肢大体 ･

刺 ヒ地方の4r月,･､北海道の5月に,叉巨冠西地方の11

明 和 ヒ地方の10㌢ 五経道の暑1叩 上中旬に等～.

しいことがわ雪る･要するt==耕作地帯は春期温
度の上昇が早く且秋期温度の下降が遅く｣年率し

て況皮が高いわけであJa･そしてその上問鐙とな

るのは衰李の束亀戸あって潤 西地方は月平均250-･

を超へ,北海道は 22一以IFkS留まってゐ畠.馬鈴

薯q)生育環適温度は 180-200とされて居り290に

達すると生育が呼止すると云捻れてゐるから夏季
＼

//
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長野原に於ける馬鈴薯哉増地帯の気温的分析,特に接種浅培法に親で'･-･･(17)

〔第二表〕 北海道其の他の各地に澱ける 3月-1･1月の月平均嘉温

月平均気湿が′2
r
'
O
を超ゆる場合は大体生育衰-,
夏季通しての栽培は囚徒と見なければならJ'iLVl.
北海道の場合帆月平均22°以下であり夏季通

し
.
Tの栽琴は可能であるが,
'関西では不可能であ

り
,
東北では梢不利と云ふ所に落着くゝ.要するに
夏季月平均気温は馬鈴薯の生育可能期間と暮秋二
切痕判然と分つか否がの決定因子である･･
やこ馬

鈴薯の憩芽最庄塩安は4=0-80と云はれてるるから

･
大体句平均気温60となった場合は採種可能であり

且秋季の生育停止は大体海産戟差を考慮して80

-1
00と考へられるから,この
点から三者ゐ生育

/
可能明間を見ると
,
J北薄遇は5月上中旬より10月

迄の･:･ヶ月
年
,
関西は二李に分れ青学は3月上旬よ

′
り6月の4=ヶ月,
秋季は9月下旬より12月中衛に至

る5ケ月となる､.
二東北は両者の中間にあって4月上

･中
融より10月迄の大約6ケ月牛と云ふ尋と寧ろ･

lL

,-i
rl北地方に於て歌書を得る矧こ抑制栽培が行ほ

れてゐるのは播種閉及休瞳を考へ,
この生育可能

開聞を見る時容易に察知出乗る所である.
以上の

ー■如く宗塩よりして搾環我串の方法が大体推定乗出

るのでやって;この痕定から各地鎮的にF,究され
る障容易に適合せ.る採種栽増の方法を蓉見するこ

とが出乗る0?である･ ′
＼

臥 長野原に於ける馬鈴薯栽培地帝の気温的分-_

郡 . .:
l

長野螺の馬鈴薯栽培地帯の気温を考察し,～之を

前記壬鋤 の気温与比較して各堆帯に分類して見た＼

vlと思ふ この分新基準として播種期,夏季月雫

均温卒11月平均宗淀をときこととする･ ′

r尭づ馬鈴薯の積雪を選捧する歩合は播種喝が問

題となるから,こ1では播靭種より考察を始める･.

春作馬鈴薯の播種期は棄温ばかりでなく晩琴,敬_㌔■

雪等に.も紀聯することは明かであるが,取敢す克

喝をヰ心として観察を進めて行く･本矧 こ於ける′
春作普通栽増に溌抄右播種問は3月中下旬に始まヽI

り5,B上中旬に及び,衰温と密接なる関係を示す

と同時た叉襟帯とほ なる聯閲を示してゐる.し
かし調布した坪の中でも同一村内で標高差 500米ヽ

以上に及んだ朗稀でないので,標高との即係は51,
帝

l

､/
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(18)･･････長野願立農林専門学校輩術報告 第-班

湖 の蛾盲に述べることとする.～

(1)3月中下旬播種地帯､ 本地苛は,一矧 こ感下で′･

最も温暖と構せられる地帯 即ち解南部の500米

以下の地帯が大部分であって,下伊部郡の南部

天音a1l慣岸苧選鉱及木曾川下流の願境地帯の極

く小部分孝之に入る･招蛭期の旬平均温度は50

～100を示し七ゐる･.(第三表)

p(2)/3月下旬乃至叩 上旬播種地帯_本地帯は長野

市篠田を中心与する善光寺平,上田を中心とす､
る上田盆地が之であり,北信,東信の500m以下

の地帯で中古･そゐ地下伊兎 上伊#,,西軍摩

-.等願南部の木体700血以下の地方と松本平の中

･豊科町を中心とす極少部分が之に入る.､この地

' 背は本願に放て先づ温暖と云-る地方であ右.

播種期の幕温時やはり50-loo.を卑 してるる･

~'ノ(第六表) ･

: (3)4扉 旬乃至5月上旬播酢 蛸 ･ 本地琴は大
､体標高が900米以上の地帯で,小森郡畢札 傍陽

和甲等,北佐久郡の春日附温 南佐久の大Ei向

.小梅,南北爾相木,_川上,北牧,帝牧等,,更に

由訪郡の本瓢 原,泉痕 北山一帯,西筑犀の

⊂第三表コ-4月上旬以前播桂鞄帯の括任期の.

旬平均気組 (co)

～

木曾奈川新開等,L下伊部の浪合平谷,其の他上

水内の柏原地方,南北南安曇では安曇,辛,北

城等解内相常虞範囲に亘り存在してゐる二一倍千

曲川下流の如く標高が低くとも積雪地方は融等

の関係上との地帯に入ることがある.こ′の地静 ､

の播種期気湿嘩6･59-100である･(第四表)●

(4)声月上旬以降播種醸翫 弓の地帯捻大体槙高

100q米以上で殊にい暖所を除いた地方で,菅平

軽井浮,-戸隠,開田',ー王瀧,Jlケ高山恋等のAD.

き所が之であり,%内各所に点在してゐる.この

地帯の播種期束温もや紘り､6oc～12ocを示して

ある.(第四表)､ 'ー

(5)4月ノ中旬播種地帯,.この地帯は上述の四つの

地帯を除 く地帯が全部之に入り,本願馬鈴薯作

-付面積の最大部分を占めて,標高は碁 600米～a

･～800米所せあ,t),又願南部では 暑600米～850米

･の地帯であるこの地帯の播種期の気温もやはり

⊂第四表コ 4月下旬以降播種地帯の播種期の ･ヽ
旬平均気温

謂 茸

5月上旬以降

1000m以上
I

q)特殊地帯

LTi61 8.5F.ll.0

;:…卜 …:喜l 1::≡

＼
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長野廟に於ける馬鈴薯栽増地帯の束浬的分析,特に探積栽培法に就七.･････(19)ヽ

70-100である.(第五表)
【■L

/ 亡第五表コ 4=月中旬播種地帯の播種期の菊池

4月 中 旬

.ヽ L

昇､､

,800p以下

願南部でな

轟 ~

850m以下

∴ ~三

1

Cq
1

l

ュ

Cq
1

3

9】 9.2

23i

a･

9.6

8'5

､8.5

8.7

9.0

9.1

9.9

王…:…仁 三.'…f …:三

.以上各地帯の播種期についての概容であるが,

4月中旬以降播種地帯の 播種期の温堤が締高'(な.

ってゐる枝であるが之は恐ら.くその地方の晩霜の

時期に関係があさのではないかと考へられる.し

かし何れにしろ播種期の気温は大体 50-100で暑

適期に播種されてゐるわけであb,''春季温度の阜

別 口何播種瓢が移動 して数地帯にわか串,他の醸

件に関係なく一部地帯の融雪期を除き気組のみに
I

甚右されてゐることがわかるのである･之を見るヽ

と四月下旬以降播種の場合は北野道に於仕る場合J t

と毎 しく,,又 3月中下旬播種D)彰払 妊関西地方と
1. /r

類似 してゐることは現行の播種期からも女気湿の

上か らも呼 ,叱 琵明し得'る周である･妄り他の場

合は全署の古間に位置 してももか ら,本願の主要
ヽ

地帯は一一期作と二期作のh中間地帯とも云ふj<きで

ある.しか しながら本願に於ける採種栽塙が長 打 .̀

考慮されなければならないのはこの中間地帯 とも

云ふべき地帯であり,この点技術的技作を必要 と

するわけである. ′ F

攻には夏季及び珠季鹿 盟を観察すえ.･牙 づ壷
李の嘉盟が 22さを超Jtろ優合は夏季通 しでの栽培

I
が可能であり,叉秋季気迫が 100-89で±期作の

生育ガ〒停止する時期として,-この点か ら本願の馬∫
鈴薯栽培地苛の素温を考察し七行くこととする.

⊂第六表コ一 夏季平均月索淀が22oc以下地褒め5-11月0?月平均気塩
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(1)夏季月平均気温か220以下の地帯. 奉地帯紘

大体に於て4月下旬以降播種地帯と合致して居

り,又標高から云-ぽ800m以上の所と云へる.I
この地帯は更に二つに分けて寿へられる.第-

は月平均気温が 21oc以下の地帯であり,大体5I

月上中旬播期地帯である.この鞄帯では5月平

均嘉温は北醇道より轄高 く;1Q月は逆に梢低く

tなって居り北粒道と同じく一期作の代表的な所

{･ある:第二は4月下旬乃至5月上旬播種地帯の,

申標高の高い地帯で夏季月平均気温が210-2字B･( I I
･にある所である∴この地帯紘5月平均気温紘北

海道より精高ぐ10月気温は暑等しく,要する'に

春季上昇が梢早いと云ネ事1なる.生育期闇も

紹延びるが,Ppq短とする程でなくやはり｣期作の

作表的と云へ'る･(第六表)

(2)夏季月平均気温が220-240の地帯∴こq)地帯

は本願の大部分を占めで居り,この部分の大部

に於て抹砥栽培が間鐙となるO)であるがこれ紘一

後に述べる'としで!この地帯は更に･=JDに分け

一るこ■とが出奉る･第-は4月下旬乃至5月上旬播lヽ

種地帯であり,その東温埠大体東北地方仁等 L<

く,栽培可能期間も65-月･牛以醜 推定′さすLる'

〔第七表コ . 夏季月平均気湿が22oc～24ocの地帯の5-11月の月平均気温

.1



長野願に於げろ馬鈴薯栽培地帯の気温的分析,.特に採種栽培法に就て･･････(-01)

第二は4月中旬播種地帯に屈するものであり,

､この鞄帯は本願だ最も大部分を占めてゐるの_で

ある.春季気温の上昇紘東北より棺早く他抹大

体に於て同等である.栽培可能期間は梢長く.な′
り約6ケ月牛乃至7ケ月と推定されろ.こゐ内

･願南部にある地帯披11舟気温が70を超へるから

若干期間も長く奉ると見てtよい.1窮三は3月下

旬乃至4月上旬播環に屈する地帯であも,春季

･束泡の上昇も早く斉 り又秋冷も主監く11月束温70

を超へ,関西野方に比べると4月の声温梢低く叉

秋冷扶｢ヶ月近く早 くなってゐる･与の地帯の

東海可能期間は犬約7ケ月前後と推定し得票干
二期作掩帯に近く､な､ろ.(第七表) 4

(3)夏季月平均気温が250以上ゐ地帯.一本地帯紘

L夏季月卒均気温が高く250以上となり,夏季通

しての栽培が殆んど由難でその目的を達し得な

･∴ い地帯嘩 る･こ､の地帯は二つtとわけることが
出発卑･第-は3月下旬乃至4=月上旬播種地帯に

入る地帯やぁり,荒波から云-ば二期作地帯にI
近く春季は的旬日遮れ,秋冷は2旬ばかり早く:

な?てゐる/栽培甲 期間甲 西の如 春秋二

期に分たれ,-春期性.3P下旬よ､り7月中旬の4=ヶ

月,秋季は8月より11月上旬の約3ケ月と考へて

･､よい.第二枚3月中下旬播種地帯であり閲西地

~方と比し春秋共に旬日程度の差を有するにすき

ず11月東温も80を超人,著しい降霜さ-なけれJ･
ば11月迄生育可能と考′ヽられる地帯である.戟

垣 可能期間は夢-の場合と大同小異である∴こ

群に入るもので四月中旬以降播種に屈するも0)

があるが,これは積堂地方で春季融雪の関係で .

播種期の遅れる地方であり第-の場合と同一に●ヽ
取扱ってもよいと思ふ.(第八表)

以上簡軍に長野原に吾平る馬鈴薯栽培解 約 東 ･
塩的に考察を試みたわけであるが,これから考へ

ると長野原に於ける馬鈴薯栽培地帯は大体五つに

大別することが出来る..即ち夏季衰現が 芦20以下I
で全生育可能期間が比較的短かいT期作地私 夏

季月平均気温煎 25o以上となり之亡より生育可能●
期間が春秋に別たれる二期作地帯;この間にある

中間地帯.と,之とノ前二者の中間に位すると考へら

れる二地帯の合計五つであ.ち.-これ等はすべて気

温的特徴を持って革む,夏季,̀秋季の気温により

更に細別することが出来る･之を-表にまとめろ

と第九泰の如くである･ ､

V･長野原に放ける各地軍の馬鈴薯播種革嘩方.㌔
法について

!以pji述べ乗った如く長轟原に於ける馬鈴薯栽培

地帯は五つに大別岬 ,~それ等地帯甲普通栽培に

(第八表)^ ＼夏季月平均気温が射･5oc以上の地帯の5-ll/月の月平均気温

4月中旬播琵 卑 ∴LUI 15,5 ,20,r 24,LI 25,5 ai,81.14.0 -7.6●

-.4:A-上旬 ､坂-城 -16,2 20;8 1 24,8 一25,0 --7,9

･̀癌 _層 屋■ 代 _15,7~ 20;.3 24,7 ~25-,5 7,8

凄 ..509m以下 篠 ノ井 15,6 20,2=J-/24;5 ▲~25,4 20,8･■20,-720,821,0卜 1134,':.l 13,lTr14,0 7,7

東p,..-:. _15,1 19,3∴ 24;4 25,0_ _7,4

頗 坂 ･.15,7 ◆=20,2 I24=,5 ;25;.5 7,5

申 了p~ヾ~野 ト 15,4L ∴.20,1 2年チ4 ~25,5 '7,7

ヽ
｢嘉 ′
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亡第九表コ 長野願に於げろ馬鈴薯栽培地帯の気温的分節

~於げろ播短期ばすべて3月中旬以降である乱 大体

11月迄に収穫した撃なればその匿安心して使用出

来る･tfかし優良と決められるものは一期作の第

一第二地帯に産せらtiるもの以外に見雷らない状

,態である.馬鈴薯の採種栽培としてとり上げられ

るもの臥 裳地に於け､る一触作,準塞私 事於げろ

抑到親培及暖地に於げろ二期作等であり,又種薯

と･LTの国債増進法としては芽接,低塩貯蔵及前

芽抑制による老化防止,或は合成生長物質虞理に

よ,a生産の増進等が考-られる.しかし栽培によ

づて擾艮な転薯を得ることギ出来れば之に過ぎる

長一と捻言ふ迄もない.

'採種栽培としては寒地 一期作が最も有利であり-

且貯萩中の温度も低いから老化も遅く転雪とt/てLIP_h

の摂値甲高いことは云ふ迄もなく,又経営から見

ても普通栽培同様であるから 何等影響を輿へな

Vt･抑制栽培及二期作の場合は前後作の関係も考

へて･,経営の中に如何にとり入れるかが間鰐とな

る七あら,うがそ'0)生産性や考へるとき,若干作付
の頗序を変更してもこれを取入れて不利になると

紘考へられない･こ?三種の魂柱栽増に就き各地

帯の馬鈴薯栽増の現況を考放し,何れが何れの地′
帯に適合するかな桧討して見たいと恩ふ.

-11･､一期作地帯 -
｣期作地帯は本願でも高冷地と構せられる大底1

900米以上の地帯であって,4月.下旬以降に措置せ

られる9月一杯迄に牧穫されてゐる地方であ卑･

この地帯では一二期作紘全く不可能であり, 一期＼

作によって充分陵艮な柾薯を産出する地帯であり

本願の短雪生産地として目下最も重要なる位置&,
/

占めてゐる･この他背紋夏季及11月平均気温によ

り更にこっに種別される･'第-は大体に於て播種I ､ヽ
期5月上中旬 夏季平均気温21D以下,11月は 4=.50･I
以下の朗であり,気温も北海道と暑等しく生育可

能期間は5ケ月年以内と推定される地方で,二期~

･作と-して最も適した所である･所により後作に番

､穿及び容か栽増されてゐる位である･､大体5月上

旬に措寧せられ9月中頃収穫されるのが通例とな

ってゐる.そして別に採種を考慮.:しなくとも優良

な琶薯が生産せられ 普通栽培即ち採種栽培とな

って居り,この地帯の抹柾栽培は最も有利な保件

で行ほれて居り著者が云々する心要はない. '

この地帯の代表甲な所hi,),願転菅平附近∴上水
内郡戸隠附近,西筑摩郡開田地方,南安曇郡安畳

村番所ケ原附乾,北佐久郡経井浮地方,南佐久郡

及諏訪郡の八南山琵地方の少くも1000m以上の地

方であも.しかし之と類似の戴泡の範中に入る地

方は菊塩的観点から云-ば優良種薯の生産を最も

容易に行ひ得る地帯であり,願内に於いても西筑

摩郡,南北両安患部の漆原西防腐境鳳の山岳埋荷

には斯る地帯が相雷ある如くであり,今後の種薯

､の生産が期待されてよい､と恩ふ

第二は大体に放て播種が4月下旬乃至5月上旬で

あり夏季月平均気温が22O.以下で 11月東温60以下

で気温的旋件は北擬態南部に略等しく生育可能期′

甲約6ケ月以内と推定される喝方である･第-の

地帯より和生育可能期間が長い地方である-A,体､

90桓 以上の地帯が之に尾する如くである. この

地帯は普通4月下旬～5月上旬に括稜せられ,大体～

8月一杯迄に画 され中 り/これにより生産さ申

(
il~



長野原に於ける馬鈴薯栽培地帯の気温的分析,特に抹稜栽培法に就て･･･-(23)

､たものが鐙薯として供給されてゐる.それ故第｢

の地帯産のものより梢その低値は低下する.馬鈴 .

薯の後作として拭大横,穿及蕎変が殆んどを占め

大根は特に諏訪郡に屈する地帯に多い･この地帯

では画 こ探軽を目的として5月上中旬'に竃寝せら

れ月一杯に収穫される地帯も､ある.しかし大部分

涙普通親増乗採種覇増であり,普琴栽培~と採種栽

･増の分化は二部を除いて見られ東いのである'.し

かしこの地帯産の薯もFIの夜着としての慣債紘充
､ 分認められてゐるから,この地帯も著者が云々す

べき点は存在しない･しかしとの地弓削羊於て若干

でも抑制栽増に'よる採種と云ふ方法が苛通栽培と･

区別して行は41'てゐるのは注目すべきで,遡埠がt

9月一杯となつでも大根を除く後脚 こ徳殆んぞ影

響がないから,採種が叫ばれる申くなると与甲傾

渦 か逐表著しくなるのではない申,と考Jtられる./
慾を云㌢ば原種哉静としては碍措荏期を遅らせて

5月上中旬と.し9月末頃収穫する如くす和ぎ種薯と

し七の債値は一厘増大する.この地帯を痕虚しで

ゐるものは小原郡傍陽･争乱 大門各村一帯,北

佐久郡神教原一帯,軽井浮町附妃,膚佐久郡北相

木,′南相木,川上,前払 北牧,小港,大日向-

し苛,諏訪郡北恥 米浮;享川,鹿野/原,一本瓢

湖束一帯,西筑摩郡奈川,_木組,新開一瓢 下伊 -～メ

部部平谷潤 包 上水内郡棚,苧井,胡揮畳部平,

北小谷地方,南安曇郡安整相,]東茨摩都筑摩村等

垂願的に敬重して非常に贋範囲を占めてゐる.以

上は大体に於て各郡の代表的地帯であるから,こ

･､の旋伴に適合する所は錦贋(･存在すると考-られ

本願種薯生産地として重要な地帯である.
I

-2_･譜一期作地帯 . ､

ノ_ 本地帯は夏季月平均気温が22㌦ 240を示し11月_一

束温畔～7bを示し嘉温鍬 ±見ると東北北部に相
常する･播種切放4月下旬乃至5月上旬である.が標 '

J高は大略 BOOIn以上で柿低くなる.生育可音巨期間

も郵延びて6月牛と推定される̀ので一期作地帯と

.区別した･.この地帯に於ける栽培は大体4月下旬

播種で7月末(男停),叉は8月中旬(紅丸)に牧穫S:

＼ れるのが通例で,その後作には大根をはじめ秋読

発が尭干加はりt.それに変及若芽である.この普 :

通栽培による春葛の種薯としての贋値は蹄二者に ･

,.比し相常低下するを発がれない.この地帯でも採

種を目的,とする抑制栽培が印まれつつある･この

地帯では普通栽培では優良種薯を得ることは由雄
- ■､

であるから凍種栽培は別途考へられるべきであり

之には抑制栽梅の外ytない.即ち播種期はすっと1､

返らせて7月とし10月一杯に収穫すると一期作地

帯に劣ぬ慣値高い積雪が入手出来右ことは明かで､.

ある.この場合は作付順序壷撃更しなければな6.

ないが,番の後作として馬鈴薯を用ふること昧容

易に茸現出承る尊であ,り経営上何ら不合理をもた

ら的 一･故に七の地帯で匡煩慮高&.種薯を得る

矧 こは普通帝増と球種意培一が朝郡と直別さるべ

きであり,採種栽培紘抑制栽培法によるづきであ

る･この地帯に入るもの､の例を上げ右と諏訪郡富

士見,川岸｣帯,-1西筑摩郡王瀧,三岳,北安曇郡市

･!t筑 北畝 郡壷日一帯,小願郡長如 唐平蛎

を除く,)J=水内郡柏原,信濃尻一帯,その他上高

罪,下高井,上下伊部各部に存在する_･
/′ -

3.中間地帯

本地帯は一期作地帯と二期作地帯の中間にあっ

て,′槙高大暑600亘～850mにある･串願馬鈴薯栽

培面積中の最大部分を占め,種著わ供給が一番悶一

題主なる地帯である･本地帝政大略叩 中旬播琴㌔
で,夏季月平均気温が228-24J,11'月平均宗塩60

⊥8'Oの地帯で,栽培可昏冒期間性約6ケ月辛～7ケ月′､
と推定せられる･本地帯臥馬鈴薯栽培地苛とtJ,て1
紘気酎伽こ見て不利な所がないに拘らず種薯の供ヽ
給不充分奉る薦牧童紘あまり高くない･この地帯

に種薯が充分に供給されれば本願の馬鈴薯の生産

良飛頗的に甲加ナ畠と考piBlれる:このに即 る
普通栽培は4月中旬播種虚くも7月下旬から8月上

旬の牧笹であって夏季月平均気湿の最高期間Ir=貯

蔵されるから芦化が早 く･:定の琴を種書きする場

合右の債値は決して高いと披云へないのである･

後作としては大撃,絹 ,蕎穿,麺が主で.ある･
この地帯の春作薯丘種薯とLL用ふる時政一期作

確守の摩良なものiこ比し生産力は7声り以下に停ま

るから･如何にして種薯の補給が必要となを,野

の事情叉閲の1事情を見ても充免に供給され得るこ･

とは考へられないから,l･この地帯でも探荏栽増がーヽ )
考へられてよい.この地帯に於ては二期作が不可

能と云ひきるわ馴こ行かないから,･採種栽曙とし

ては一期作に依るものと,三期作によるものとが

考へらtL,ち.境づ一期作披雷然抑制栽塙に依らぬ

ばなら+･,この場合はやは.り播種を7月迄遅らせ

て10月に収穫すべきである･輪我の関係は多額の

跡地を利用することにより容易に解決される.二
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期作の場合は少くとも8月上旬には播期されなけ_

ればならない.しかし普通栽培の収穫期間との間

に余抱期間が殆んど存在しない.それ故そこに相

雷揖術的な挽作を必要とするが･筆声の昭紳 2年'

わ試験q)結果 (未聾表)では7月末に収穫し･直
にエチてンクtl一一ルヒド1)ン及別皮藍理により休I

_眠を打破し二期作を試みた結果大体生300-400貫

(東宮)の生産は容易に奉げ得る如く考-られるかI
ら,か1る地帯で必ずしも二期作が不利と紘云ひ

得琴いと恩ふ:L又この地帯猫特の特殊栽培法とし′
て癌塁挿椿叉挿木による方法も茸鹸的に可能 (管

私 -1946'未聾革)であり,この地帯の二間作には
今後に授された問題も多叫 ミ著琴紘二期作による

採種も必らず有利に展開し得ると考へる次第であ

る.しかし男侍の如き休眠を打放し敷きものには
i

通円出来ないことjま云ふ恵でもない･要するにこ

の地帯に於灯る採種栽培娃休眠の打破Lt難き男侍I
の如き品瞳は抑制栽培に,簡軍に打破し得る紅丸

†の如き品酎 =.期作によるべきで奉る･これは扇

.者の特性に合致する方法でめる･ この坤苛は11月

気温で二つに別はられるが大同小異であり,lI月

気温の梢高い地帯は二期作が梢有利となrるに過ぎ

ない;. ･

こゐ地帯は館内至る所に分布EL馬鈴薯栽増地帯

の牛以上の面積が之に含まれる･その中,′上下伊

.瓢 西筑塵の願南部地方に屠する鞄苛に於て11月

気温が梢高くなってゐるのゼある･-

4.亜二期作地帯

本地苛は-磨中間地帯に入る如く.も考へられる

か気温をよ(観察するt'二期作地熱手鑑くなり生

育可能期間も7み凡を趨-ると判断されるから別
に包各したのである.夏季月平均束湿性 250以下

であり夏季通じての栽培は不可能で-,紘なく,叉二

期作の可能性も多分に認められる地帯である.こ

の地帯では通常7月中旬た妊収穫せられ 引きつ

･軸 の作物平準 せられ.る童 あって,作物の

種類時秋読茶が最も多く.なる様,である･この地帯

では普通栽培のものを桂薯とすら場合は＼その頃値

捻著しく低く,J積雪を得るi割こは採種栽培は別途

に考-られなければならなtJ,.その方淡は中間地

喝と同様郷的栽培と二期作の両者が考-られる.

この地帯捻中間地背に比し11月気塩が梢高いから

･春作収穫後秋作の播種迄に若干の余泊があり,従

って二期作は申隈地帯より有利に軍閥し得るIと考

I

-られる.しかしその呑抱と云ふのもさう長い.親

閲でないから.やけ.り=期作に通するのは紅丸の

如き品種であること紘中間地帯と同様である二本

地帯に入る地克抹大暑dom～700mに価する地方

である.I
t †

5.二期作地帯

本地帯は播種は遅､くとも四月上旬迄であり夏季

月平均気没が 250以上となり,生育可能期間が之

にHり春秋に二分せられ,関西地方と梢類似したノ
気温的傾向を有する地帯で,捺高は本願の最低の

30d～500米である.､個 L関西地割こ比べると春季

秋季共に声温桔低く･本格叩二期作紘品種によっI
ては締困難である. ･′

本地管絃大体二つに直別出来る.第∵は気湿的

に見て関西地方に最も近く-,11月窄野菜温も8oを●
超へ,.11月ヰ旬迄は生育可能と判断される地帯で

ある.この地帯では普通3月中下旬に播種せられ

6-7月に収穫される.然して之の後作について紘

複雑で｣概に云へない･且その普通轡 のものは

種雪としての慌値紘狩んとないから採種栽培紘別

個に考-なければならないが,夏季気温から.して

夏季通しての栽培は因錐であやから,この坪野で-.

は二期作に与る他はない･･この地帯に於ては準乾

と二期作の'地帯の問に相嘗な期間があるから;あ-

る程度品種による制限は軟化されるものと考-ら

れる車 玩眠打破?廃置紘やはり必軍とする･･*
森で最も有利な二期作が行-る地帯<･あり,之にr

よる珠稜が夷へられなければならぬ地方である.

之に人やものは極く僅かで,天龍下淀の 500米以

下の地方及木勧 rJT流願境附近の若干の地域であ′1
ち.

弟二は3月下旬～4月上旬に播種が行はれ叉秋季

気温が第-の地方に比べて梢酸い地帯である.こ

の地帯で抹収穫は遅くも7月中旬であり,や はり

後作舶 蕗 に複雑化する･.tiかし大体とめ地帯抹 ･

秋読英であるこそしてやはり普通裁増によって生

産される薯は瞳薯としての債値を殆ん.ど有L<ない･I
又この地帯結果横面に間作される歩合も多く,揺
種栽増紘殆んど考-られてゐない.しかし種薯の

供給に限如 ミあるか ら,t生産面での不利をしわん

で葺るわけである-.これを打開するにもやはりあ

る程度本地帯に於で程薯を■自給する必要がある･∴
この地帯はや紘り夏季月平均ず 250を超ftるので

大体二期作による方法しかない,しかし~この地帯
ヽ



長野願に於げろ馬鈴薯栽培地帯の気温的分取 特に探軽栽培法に裁て.･･:･･(25)′/ ′

で紘締着に此し春雪の牧麓と土間作の拓乾期の問

の時間的余猶が短かいから品種によって制限を受

けるのは督然りことである･,tlの地帯は大樹 ヒ侍

り500血以下に伐する地嘘 即も善光寺平,-上田垂
地等である･.

以上本願の馬鈴薯栽培地帯とその球種法につき

'若干の捻封を加へた次第であるが,＼之と標高との

'関係は一概に云へず非常に複数と､なり,同じ高度

i=よっても軽井浮附近と諏訪郡原村--碍とで捻原

村の方が一般農業経営から見てはるかに有利であ
･Lt. ～

る･-L麿療高を入れたけれども北軍と南信とでは

大体100-200mの差がある如く考へられるの･Cあ

っF,この間榎につVtては今後の横針こゆづると
して,この分類は東没を中心としたもので標高は

附加的につけ七見たのであ畠からその点誤解なき

様に頗ひ度vl:･叉下高札 下水内の如き項雪地方

性播種期その他必らIi;Lも気温と合致t,てない,.

融雪期の開係で皆.一様に遅くなってゐる.しかし

之も強度から由み散薬しておいを.播種期紘色々I

調杏してp-た武 村触 こ於てもある程度0)幅をも
って居るから之を基準とするより気温を基準にし

た方が安富と判断したからである.積等地方に於

げろ問題は日下取り重め中であるから次の磯針こ
ヽヽ

報告すること-とする.これは特殊地帯とも云ふべ′

ぎもので気湿の外の因子の影響がある甲でこの方

季にかけて法野響なしと判断したので各地野に一

度廃大して置いた次第である:それ故とれ等の地

帯では理論的播種期と茸際的播種期の問に若干めI
差が見られる所があるからこ.1で了解を待て置く･

~Ⅵ･'結 J一言 ､

争以上の如く長野軸 気温を考察すると繭 地の
ヽ

参 ′ 考

ノ,包蘇らず殆んど垂,%的に摂良種薯の生産地として
の素質を借へてゐることが知られる.重囲的な稜

～ヽ
薯不足の所柄,こ.の素質は充分に所用され,現下

の食料増産に資されねばならない∴然るに本願で

.は今迄一部高冷地のみに桓琴の供給を倣祝し,他

･方t三於てこの研究が忘れられてゐた結果,長野原

自体ですら積雪の供給不足に悩まなければならな

い状態に立到ったのである.そこで著者は長野県

の馬鈴薯栽培地帯を屍淀的に分析L,その跨薯生

産地帝としての素質を明かにし,各地帝に於げろ

採種栽培の方法を槍討し種薯増産に賓せんとした

ものである.これは更に進んで各地欝の現状が詳

しく検討されなければならないので申るが,⊥慮

金殿的に見七その方法の概念を典へんとしたもの

でその上に立って研究が進められる時その地帯yt

於げろ最も適合せもれる方法軒容易に雪見出来る

からである.-

要するに長野原に於ける採種栽培は高冷地一期

作地帯及暖地二期作地帯を除く中間地帯 (由十期

作地帯.東-T･期作地帯を含む)では地帯に鷹じて

抑制栽培及二期作栽培が採用さるべきであって.

これを経営上に取一り入れるに際しても無理はなく】 ■
且経営を有利ならしめるものと考入られ考のであ

も.叉長垂願に放て栽培されてゐろ高鈴薯品種は

男欝,79-.I-ズ,r紅丸が大部分であり,これ

＼＼
冷地及抑制栽増により,7g-F,一文,紅丸等紘I･
本願中間地帯以下A/と於で容易に二期作によって採

種することが出来るから各地常によりその適合せ

る方法が研究され 之により採哲し全麻的に馬鈴

薯の種琴を生産する如くLなければならなvl･こ

れが本願の馬鈴薯の生産を飛躍的に増大やしめる

最大の要素であると考-る次第である･
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